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研究成果の概要 

原核生物の CRISPR-Cas獲得免疫機構に関与する Cas7-11は RNA依存性 RNA分解酵素で

あることに加えて、Csx29 と高次構造体を形成して RNA依存性プロテアーゼ活性としてはたらく。

本研究提案では Cas7-11:Csx29:ガイド RNAからなる高次構造体を利用して、新規の細胞操作ツ

ールを開発することを目指す。2年目となる 2023年度では、複数の生物種由来の Cas7-11-Csx29

ホモログのプロテアーゼ活性を検討した。その結果、当初申請者が着目していた Desulfonema 

ishimotonii由来の Cas7-11:Csx29が最も高いプロテアーゼ活性を持つことを見出した。さらに本研

究で提案した RNA依存性プログラム細胞死技術の仮説検証を行い、細胞実験によって有望な結

果を得ている。 

 


